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昨年度、旧黒木保健所を有効活用し、機能回復訓練室等を整備しました。住民の皆さまにとって親しみやすい病
院になるよう職員一丸となって取り組んでいきます。（詳細は 6ページをご参照ください）

隠岐島前病院の医師及び医療スタッフ（新しい機能回復訓練室にて）
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隠
岐
航
路
事
業

　

隠
岐
航
路
に
つい
て
、
本
年
、３
月
１
日
よ
り
超
高
速
船
レ
イ

ン
ボ
ー
ジ
ェッ
ト
が
就
航
し
ま
し
た
。安
全
な
就
航
に
向
け
、
隠

岐
汽
船
㈱
等
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
島
民
の
利

便
性
の
確
保
、
観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
産
業
に

大
き
く
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

団
塊
世
代
の　

歳
到
達
に
よ
り
、一昨
年
度
か
ら
第
一号
被
保

険
者
数（ 　

歳
以
上
の
被
保
険
者
）は
急
速
に
増
加
し
、
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が一層
早
ま
って
い
ま
す
。そ
の
傾
向
は
今
年
度
も

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
引
き
続
き
介
護
保
険
事
業
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
為
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
，要
介
護
状
態
の
軽
減
や
重
度
化

防
止
を
図
る
と
と
も
に
，
介
護
費
用
適
正
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

に
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
年
度
と
な
り
ま
す
。介
護

保
険
制
度
施
行
後　

年
が
経
過
し
、

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、将
来
に
向
け

た
制
度
の
見
直
し
が
現
在
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
制

度
改
正
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
新
た
な
方

向
性
を
基
に
、構
成
町
村
で
あ
る
隠
岐

４
町
村
の
方
針
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
等
を

反
映
し
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
未
納
対
策
に
つい
て
も
、み
ん
な
で
支

え
あ
う
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念

に
沿
っ
て
、
よ
り
公
平
性
を
維
持
す
る

為
に
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

隠
岐
島
前
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
診
療
体
制
は
、
昨

年
と
同
様
に
常
勤
医
師
６
名
と
非
常

勤
医
師
に
よ
り
８
診
療
科
を
継
続
し

ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッフ
に
つい
て
、
情
報
発
信

の
成
果
も
あ
り
昨
年
は
看
護
師
６
名

を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、
４
月
に
は

２
名
の
看
護
師
を
採
用
し
て
お
り
、
看

護
師
に
つい
て
は
、
徐
々
に
充
足
し
て
い

ま
す
。

を
始
め
、多
く
の
診
療
科
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、今

後
も
、
関
係
医
療
機
関
等
の
協
力
と
理
解
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

引
き
続
き
医
師
招
聘
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
看
護
師
、
医
療
技
術
職
員
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
依

然
、
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。医
療
従
事
者
の

確
保
対
策
の一つ
と
し
て
、医
師
、看
護
師
等
に
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
離
職
防
止
や
復

職
支
援
の
た
め
の
環
境
改
善
等
も
進
め
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成　

年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
本
体
部
分
は
プ
ラ
ス　

％
、
薬
価
改
定
等
で
マ
イ
ナ
ス

　

％
、
全
体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス　

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
よ
り
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
も
あ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き 
、
引
き
続
き

経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
本
年
度
末
に

竣
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
消
防
本

部
庁
舎
の
移
転
新
築
整
備
、併
せ
て
消

防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
整
備
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
本
署
の
高
規

格
救
急
車
の
更
新
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
迅
速
、的
確
に
対
応
で
き
る
消

防
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
事
業

　

仁
万
の
里
に
つい
て
、
本
年
４
月
よ
り

運
営
が
社
会
福
祉
法
人
博
愛
へ
移
行
し

ま
し
た
。隠
岐
圏
域
の
障
が
い
者
福
祉

の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
・
体
制
の

維
持
、
利
用
す
る
人
た
ち
への
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
護
者
様
の
思
い
を

大
切
に
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
運
営
と
施
設
づ
く
り
を
指
定
管
理

者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
博
愛
と
共
に

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
す
。基
本
理
念
は
継
承
し
つ

つ
、新
た
に
障
が
い
支
援
区
分
が
創
設
さ

れ
、
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

重
度
訪
問
介
護
・
地
域
移
行
支
援
の

対
象
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

消
防
事
業

　

昨
年　

月
の
伊
豆
大
島
の
土
砂
災

害
を
は
じ
め
、
県
内
で
も
昨
年
７
月
に

津
和
野
町
に
お
い
て
、か
つ
て
な
い
大
雨

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近

年
の
自
然
災
害
は
大
規
模
化
の
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
消
防
力

の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
に
お
い
て

も
、地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

べ
く
、
消
防
力
の
基
本
と
な
る
職
員
一人

ひ
と
り
の
資
質
向
上
を
図
り
、
消
防
、

救
急
、
救
助
、
防
火
、
防
災
等
各
種
消

防
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に
努
め
ま
す
。

移転新築予定地（西郷南中学校下）

し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
職
員
の
質
を

高
め
、
利
用
者
様
への
サ
ー
ビ
ス
支
援
の

充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
薬
剤
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッフ

は
依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
全
国
へ

の
情
報
発
信
等
を
継
続
的
に
行
って
い
き

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
環
境
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、昨
年
度
、旧
黒
木
保
健
所

を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
行
い
ま
し

た
。地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
経
営
の
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

隠
岐
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
基
本
計
画
策
定
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
新
隠
岐
病
院
整
備

事
業
が
す
べ
て
終
了
し
、狭
隘
化
の
解
消

に
よ
る
優
れ
た
療
養
環
境
の
確
保
、
屋

上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
開
港
に
よ
る
救
急
搬
送

体
制
の
充
実
、医
療
機
器
の
更
新
に
よ
る

検
査
・
診
断
機
能
の
向
上
な
ど
が
図
れ

ま
し
た
の
で
、
隠
岐
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
安
心
、

安
全
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続

き
島
根
大
学
、島
根
県
等
か
ら
の
支
援
、

ま
た
昨
年
４
月
に
麻
酔
科
医
師
を
招
聘

さ
せ
て
い
た
だ
き
、　

科
の
診
療
体
制
を

維
持
し
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚
科

0.73
0.1

0.63
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今年３月、

新しい施設が

竣工しました。



隠岐病院・隠岐島前病院では医療スタッフを募集しています。

【助産師・看護師・薬剤師・臨床工学技士】
【看護師・薬剤師・理学療法士・作業療法士】

隠 岐 病 院
隠岐島前病院

：
：

医 療 従 事 者 募 集

隠岐広域連合立隠岐病院 《電話：08512-2-1356》
担当：総務課（西村）

隠岐広域連合立隠岐島前病院 《電話：08514-7-8211》
　　　担当：総務課（天草）

9:00発の運行を始めました。
※従来の 7:30 発の便も変わらず運行いたしております。

レインボープラザからのお知らせ

 

①内　　容：備品 ( タオル、歯ブラシなど ) が不要の場合、一部屋につき525 円引き
②対　　象：隠岐島内の小学生から高校生
※お子様の扱いは、中学生から大人扱いです。小学生については、添い寝の場合でも施設利用料として1,620 円が発生致します。

①内　　容：３階にあるシングル４部屋、和室１部屋、バリアフリータイプのツイン 1 部屋、第二・
　　　　　　第三研修室の全室を提供致します ( 研修室のみバス・トイレなし )。
②料　　金：一泊素泊まり　　54,000 円 ( 備品あり)
　　　　　　　　　　　　   　50,760 円 ( 備品なし )
③定員人数：25 名様 ( 定員以内であれば何名様からでも利用可 )

①期　　間：5 月 30 日 ( 金 ) ～ 9 月 7 日 ( 日 )　※毎週月曜日は定休日
②時　　間：18 時～ 21 時 (ドリンクのラストオーダーは 20：50)
③料　　金：男性 3,800 円／女性 3,300 円　( 男女とも高校生以上 )
　　　　　　中学生 2,700 円／小学生 1,500 円／幼児 (3 歳以上 )500円 ( 表示は全て税込 )

１．松江駅 ・ 市内病院等への朝の無料送迎　増便

２．隠岐島民限定学割プラン

３. 隠岐島民限定　３階フロア貸切宿泊プラン

４．ビアホール　開催のお知らせ

〒690-0825　松江市学園１丁目8-8　TEL0852-27-6900 FAX0852-27-6915

●ご予約は、予約専用ダイヤル 0120-27-6910
http://www.oki-island.jp/rainbow/

●平成２６年度隠岐広域連合施政方針の概要について　2

隠
岐
航
路
事
業

　

隠
岐
航
路
に
つい
て
、
本
年
、３
月
１
日
よ
り
超
高
速
船
レ
イ

ン
ボ
ー
ジ
ェッ
ト
が
就
航
し
ま
し
た
。安
全
な
就
航
に
向
け
、
隠

岐
汽
船
㈱
等
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
島
民
の
利

便
性
の
確
保
、
観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
産
業
に

大
き
く
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

団
塊
世
代
の　

歳
到
達
に
よ
り
、一昨
年
度
か
ら
第
一号
被
保

険
者
数（ 　

歳
以
上
の
被
保
険
者
）は
急
速
に
増
加
し
、
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が一層
早
ま
って
い
ま
す
。そ
の
傾
向
は
今
年
度
も

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
引
き
続
き
介
護
保
険
事
業
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
為
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
，要
介
護
状
態
の
軽
減
や
重
度
化

防
止
を
図
る
と
と
も
に
，
介
護
費
用
適
正
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

に
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
年
度
と
な
り
ま
す
。介
護

保
険
制
度
施
行
後　

年
が
経
過
し
、

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、将
来
に
向
け

た
制
度
の
見
直
し
が
現
在
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
制

度
改
正
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
新
た
な
方

向
性
を
基
に
、構
成
町
村
で
あ
る
隠
岐

４
町
村
の
方
針
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
等
を

反
映
し
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
未
納
対
策
に
つい
て
も
、み
ん
な
で
支

え
あ
う
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念

に
沿
っ
て
、
よ
り
公
平
性
を
維
持
す
る

為
に
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

隠
岐
島
前
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
診
療
体
制
は
、
昨

年
と
同
様
に
常
勤
医
師
６
名
と
非
常

勤
医
師
に
よ
り
８
診
療
科
を
継
続
し

ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッフ
に
つい
て
、
情
報
発
信

の
成
果
も
あ
り
昨
年
は
看
護
師
６
名

を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、
４
月
に
は

２
名
の
看
護
師
を
採
用
し
て
お
り
、
看

護
師
に
つい
て
は
、
徐
々
に
充
足
し
て
い

ま
す
。

を
始
め
、多
く
の
診
療
科
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、今

後
も
、
関
係
医
療
機
関
等
の
協
力
と
理
解
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

引
き
続
き
医
師
招
聘
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
看
護
師
、
医
療
技
術
職
員
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
依

然
、
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。医
療
従
事
者
の

確
保
対
策
の一つ
と
し
て
、医
師
、看
護
師
等
に
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
離
職
防
止
や
復

職
支
援
の
た
め
の
環
境
改
善
等
も
進
め
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成　

年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
本
体
部
分
は
プ
ラ
ス　

％
、
薬
価
改
定
等
で
マ
イ
ナ
ス

　

％
、
全
体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス　

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
よ
り
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
も
あ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き 

、
引
き
続
き

経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
本
年
度
末
に

竣
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
消
防
本

部
庁
舎
の
移
転
新
築
整
備
、併
せ
て
消

防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
整
備
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
本
署
の
高
規

格
救
急
車
の
更
新
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
迅
速
、的
確
に
対
応
で
き
る
消

防
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
事
業

　

仁
万
の
里
に
つい
て
、
本
年
４
月
よ
り

運
営
が
社
会
福
祉
法
人
博
愛
へ
移
行
し

ま
し
た
。隠
岐
圏
域
の
障
が
い
者
福
祉

の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
・
体
制
の

維
持
、
利
用
す
る
人
た
ち
への
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
護
者
様
の
思
い
を

大
切
に
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
運
営
と
施
設
づ
く
り
を
指
定
管
理

者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
博
愛
と
共
に

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
す
。基
本
理
念
は
継
承
し
つ

つ
、新
た
に
障
が
い
支
援
区
分
が
創
設
さ

れ
、
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

重
度
訪
問
介
護
・
地
域
移
行
支
援
の

対
象
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

消
防
事
業

　

昨
年　

月
の
伊
豆
大
島
の
土
砂
災

害
を
は
じ
め
、
県
内
で
も
昨
年
７
月
に

津
和
野
町
に
お
い
て
、か
つ
て
な
い
大
雨

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近

年
の
自
然
災
害
は
大
規
模
化
の
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
消
防
力

の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
に
お
い
て

も
、地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

べ
く
、
消
防
力
の
基
本
と
な
る
職
員
一人

ひ
と
り
の
資
質
向
上
を
図
り
、
消
防
、

救
急
、
救
助
、
防
火
、
防
災
等
各
種
消

防
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に
努
め
ま
す
。

平
成
　
年
度
隠
岐
広
域
連
合
施
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て

26

し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
職
員
の
質
を

高
め
、
利
用
者
様
への
サ
ー
ビ
ス
支
援
の

充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
薬
剤
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッフ

は
依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
全
国
へ

の
情
報
発
信
等
を
継
続
的
に
行
って
い
き

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
環
境
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、昨
年
度
、旧
黒
木
保
健
所

を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
行
い
ま
し

た
。地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
経
営
の
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

隠
岐
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
基
本
計
画
策
定
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
新
隠
岐
病
院
整
備

事
業
が
す
べ
て
終
了
し
、狭
隘
化
の
解
消

に
よ
る
優
れ
た
療
養
環
境
の
確
保
、
屋

上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
開
港
に
よ
る
救
急
搬
送

体
制
の
充
実
、医
療
機
器
の
更
新
に
よ
る

検
査
・
診
断
機
能
の
向
上
な
ど
が
図
れ

ま
し
た
の
で
、
隠
岐
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
安
心
、

安
全
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続

き
島
根
大
学
、島
根
県
等
か
ら
の
支
援
、

ま
た
昨
年
４
月
に
麻
酔
科
医
師
を
招
聘

さ
せ
て
い
た
だ
き
、　

科
の
診
療
体
制
を

維
持
し
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚
科

65

65

14

20

15

高い就航率（96.8％）で運航しています
（平成26年3月1日～5月末日現在）

【参照】平成25年3月1日～5月末　84.7%）

今回の施設は、既設病院と渡廊下でつながっています

26



●平成２６年度隠岐広域連合施政方針の概要について　3　

隠
岐
航
路
事
業

　

隠
岐
航
路
に
つい
て
、
本
年
、３
月
１
日
よ
り
超
高
速
船
レ
イ

ン
ボ
ー
ジ
ェッ
ト
が
就
航
し
ま
し
た
。安
全
な
就
航
に
向
け
、
隠

岐
汽
船
㈱
等
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
島
民
の
利

便
性
の
確
保
、
観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
産
業
に

大
き
く
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

団
塊
世
代
の　

歳
到
達
に
よ
り
、一昨
年
度
か
ら
第
一号
被
保

険
者
数（ 　

歳
以
上
の
被
保
険
者
）は
急
速
に
増
加
し
、
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が一層
早
ま
って
い
ま
す
。そ
の
傾
向
は
今
年
度
も

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
引
き
続
き
介
護
保
険
事
業
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
為
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
，要
介
護
状
態
の
軽
減
や
重
度
化

防
止
を
図
る
と
と
も
に
，
介
護
費
用
適
正
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

に
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
年
度
と
な
り
ま
す
。介
護

保
険
制
度
施
行
後　

年
が
経
過
し
、

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、将
来
に
向
け

た
制
度
の
見
直
し
が
現
在
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
制

度
改
正
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
新
た
な
方

向
性
を
基
に
、構
成
町
村
で
あ
る
隠
岐

４
町
村
の
方
針
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
等
を

反
映
し
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
未
納
対
策
に
つい
て
も
、み
ん
な
で
支

え
あ
う
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念

に
沿
っ
て
、
よ
り
公
平
性
を
維
持
す
る

為
に
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

隠
岐
島
前
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
診
療
体
制
は
、
昨

年
と
同
様
に
常
勤
医
師
６
名
と
非
常

勤
医
師
に
よ
り
８
診
療
科
を
継
続
し

ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッフ
に
つい
て
、
情
報
発
信

の
成
果
も
あ
り
昨
年
は
看
護
師
６
名

を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、
４
月
に
は

２
名
の
看
護
師
を
採
用
し
て
お
り
、
看

護
師
に
つい
て
は
、
徐
々
に
充
足
し
て
い

ま
す
。

を
始
め
、多
く
の
診
療
科
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、今

後
も
、
関
係
医
療
機
関
等
の
協
力
と
理
解
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

引
き
続
き
医
師
招
聘
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
看
護
師
、
医
療
技
術
職
員
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
依

然
、
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。医
療
従
事
者
の

確
保
対
策
の一つ
と
し
て
、医
師
、看
護
師
等
に
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
離
職
防
止
や
復

職
支
援
の
た
め
の
環
境
改
善
等
も
進
め
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成　

年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
本
体
部
分
は
プ
ラ
ス　

％
、
薬
価
改
定
等
で
マ
イ
ナ
ス

　

％
、
全
体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス　

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
よ
り
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
も
あ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き 

、
引
き
続
き

経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
本
年
度
末
に

竣
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
消
防
本

部
庁
舎
の
移
転
新
築
整
備
、併
せ
て
消

防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
整
備
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
本
署
の
高
規

格
救
急
車
の
更
新
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
迅
速
、的
確
に
対
応
で
き
る
消

防
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
事
業

　

仁
万
の
里
に
つい
て
、
本
年
４
月
よ
り

運
営
が
社
会
福
祉
法
人
博
愛
へ
移
行
し

ま
し
た
。隠
岐
圏
域
の
障
が
い
者
福
祉

の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
・
体
制
の

維
持
、
利
用
す
る
人
た
ち
への
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
護
者
様
の
思
い
を

大
切
に
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
運
営
と
施
設
づ
く
り
を
指
定
管
理

者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
博
愛
と
共
に

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
す
。基
本
理
念
は
継
承
し
つ

つ
、新
た
に
障
が
い
支
援
区
分
が
創
設
さ

れ
、
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

重
度
訪
問
介
護
・
地
域
移
行
支
援
の

対
象
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

消
防
事
業

　

昨
年　

月
の
伊
豆
大
島
の
土
砂
災

害
を
は
じ
め
、
県
内
で
も
昨
年
７
月
に

津
和
野
町
に
お
い
て
、か
つ
て
な
い
大
雨

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近

年
の
自
然
災
害
は
大
規
模
化
の
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
消
防
力

の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
に
お
い
て

も
、地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

べ
く
、
消
防
力
の
基
本
と
な
る
職
員
一人

ひ
と
り
の
資
質
向
上
を
図
り
、
消
防
、

救
急
、
救
助
、
防
火
、
防
災
等
各
種
消

防
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に
努
め
ま
す
。

移転新築予定地（西郷南中学校下）

し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
職
員
の
質
を

高
め
、
利
用
者
様
への
サ
ー
ビ
ス
支
援
の

充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
薬
剤
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッフ

は
依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
全
国
へ

の
情
報
発
信
等
を
継
続
的
に
行
って
い
き

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
環
境
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、昨
年
度
、旧
黒
木
保
健
所

を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
行
い
ま
し

た
。地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
経
営
の
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

隠
岐
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
基
本
計
画
策
定
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
新
隠
岐
病
院
整
備

事
業
が
す
べ
て
終
了
し
、狭
隘
化
の
解
消

に
よ
る
優
れ
た
療
養
環
境
の
確
保
、
屋

上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
開
港
に
よ
る
救
急
搬
送

体
制
の
充
実
、医
療
機
器
の
更
新
に
よ
る

検
査
・
診
断
機
能
の
向
上
な
ど
が
図
れ

ま
し
た
の
で
、
隠
岐
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
安
心
、

安
全
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続

き
島
根
大
学
、島
根
県
等
か
ら
の
支
援
、

ま
た
昨
年
４
月
に
麻
酔
科
医
師
を
招
聘

さ
せ
て
い
た
だ
き
、　

科
の
診
療
体
制
を

維
持
し
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚
科

0.73
0.1

0.63
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今年３月、

新しい施設が

竣工しました。

5　●平成26年度予算の概要

病
院
事
業
以
外
の
事
業

　

病
院
事
業
以
外
の
歳
入
総
額
は
、
５

４
億
４
９
８
０
万
円
で
、
そ
の
内
訳
と

し
て
、①
４
町
村
か
ら
の
負
担
金
、②

介
護
保
険
の
給
付
に
係
る
財
源
と
な

る
介
護
保
険
料
・
支
払
基
金
交
付
金
・

国
庫
支
出
金
、③
そ
の
他
、
に
分
け
ら

れ
、金
額
の
内
訳
は
左
図
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
歳
出
の
内
訳
と
し
て
、①
民

生
費（
介
護
保
険
給
付
費
・
介
護
保

険
職
員
人
件
費
・
地
域
支
援
事
業
費

等
）、②
消
防
費
（
消
防
事
業
に
係
る

事
業
費
・
消
防
職
員
人
件
費
・
庁
舎

移
転
新
築
整
備
費
・
デ
ジ
タ
ル
無
線

整
備
等
）、③
公
債
費
（
広
域
連
合
で

仁
万
の
里
施
設
整
備
の
際
に
借
入
を

し
た
お
金
の
返
済
費
用
）、④
総
務
費

（
総
務
課
職
員
及
び
仁
万
の
里
へ
の
派

遣
職
員
の
人
件
費
、
超
高
速
船
・
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
料
等
）、⑤
議

会
費（
隠
岐
広
域
連
合
議
会
の
運
営
費

隠岐の島町
22 億 6,205 万円
69.0％

海士町
2億 7,363 万円
8.3％

西ノ島町
5億 3,574 万円
16.3％

知夫村
8,616 万円
2.7％

島根県
1億 2,169 万円
3.7％ 構成団体負担金

32億 7,927 万円

民生費の主な歳出
介護保険給付費
31 億 5448 万円

民生費
33 億 7,417 万円
61.9％

消防費
16 億 3,812 万円
30.1％

公債費
666 万円
0.1％

総務費
4億 2,677 万円
7.8％

予備費
30 万円
0.000006％

議会費
198 万円
0.1％

衛生費
180 万円
0.00003％

分担金及び負担金
23 億 9,890 万円
44.0％

国県支出金
14 億 7,693 万円
27.1％

支払基金交付金
9億 2,662 万円
17.0％

介護保険料
5億 7,482 万円
10.6％

その他
7,253 万円
1.3％

歳入総額
54億 4,980 万円
( 病院事業除く )

歳出総額
54億 4,980 万円
( 病院事業除く )

等
に
係
る
経
費
）、⑥
衛
生
費（
在
宅
当

番
医
制
に
係
る
委
託
料
）
か
ら
な
り
、

金
額
の
内
訳
は
左
図
の
通
り
で
す
。

　

構
成
団
体
負
担
金
は
、
隠
岐
広
域

連
合
の
構
成
団
体
で
あ
る
島
根
県
及

び
隠
岐
４
町
村
か
ら
の
負
担
金
で
、
３

２
億
７
９
２
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

構
成
団
体
負
担
金

　

こ
れ
は
、各
事
業
ご
と
に
人
口
、対
象

者
数
、
利
用
率
、
交
付
税
算
入
額
等
を

基
に
負
担
割
合
を
定
め
算
定
し
て
い
ま

す
。前
年
度
に
比
べ
て
６
億
６
３
８
９
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
障
が
い
者
支
援
施
設
仁
万
の
里
整

備
事
業
並
び
に
超
高
速
船
事
業
の
完

了
が
大
き
な
要
因
で
す
。
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隠
岐
航
路
事
業

　

隠
岐
航
路
に
つい
て
、
本
年
、３
月
１
日
よ
り
超
高
速
船
レ
イ

ン
ボ
ー
ジ
ェッ
ト
が
就
航
し
ま
し
た
。安
全
な
就
航
に
向
け
、
隠

岐
汽
船
㈱
等
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
島
民
の
利

便
性
の
確
保
、
観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
産
業
に

大
き
く
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

団
塊
世
代
の　

歳
到
達
に
よ
り
、一昨
年
度
か
ら
第
一号
被
保

険
者
数（ 　

歳
以
上
の
被
保
険
者
）は
急
速
に
増
加
し
、
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が一層
早
ま
って
い
ま
す
。そ
の
傾
向
は
今
年
度
も

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
引
き
続
き
介
護
保
険
事
業
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
為
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
，要
介
護
状
態
の
軽
減
や
重
度
化

防
止
を
図
る
と
と
も
に
，
介
護
費
用
適
正
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

に
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
年
度
と
な
り
ま
す
。介
護

保
険
制
度
施
行
後　

年
が
経
過
し
、

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、将
来
に
向
け

た
制
度
の
見
直
し
が
現
在
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
制

度
改
正
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
新
た
な
方

向
性
を
基
に
、構
成
町
村
で
あ
る
隠
岐

４
町
村
の
方
針
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
等
を

反
映
し
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
未
納
対
策
に
つい
て
も
、み
ん
な
で
支

え
あ
う
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念

に
沿
っ
て
、
よ
り
公
平
性
を
維
持
す
る

為
に
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

隠
岐
島
前
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
診
療
体
制
は
、
昨

年
と
同
様
に
常
勤
医
師
６
名
と
非
常

勤
医
師
に
よ
り
８
診
療
科
を
継
続
し

ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッフ
に
つい
て
、
情
報
発
信

の
成
果
も
あ
り
昨
年
は
看
護
師
６
名

を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、
４
月
に
は

２
名
の
看
護
師
を
採
用
し
て
お
り
、
看

護
師
に
つい
て
は
、
徐
々
に
充
足
し
て
い

ま
す
。

を
始
め
、多
く
の
診
療
科
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、今

後
も
、
関
係
医
療
機
関
等
の
協
力
と
理
解
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

引
き
続
き
医
師
招
聘
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
看
護
師
、
医
療
技
術
職
員
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
依

然
、
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。医
療
従
事
者
の

確
保
対
策
の一つ
と
し
て
、医
師
、看
護
師
等
に
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
離
職
防
止
や
復

職
支
援
の
た
め
の
環
境
改
善
等
も
進
め
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成　

年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
本
体
部
分
は
プ
ラ
ス　

％
、
薬
価
改
定
等
で
マ
イ
ナ
ス

　

％
、
全
体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス　

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
よ
り
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
も
あ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き 

、
引
き
続
き

経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
本
年
度
末
に

竣
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
消
防
本

部
庁
舎
の
移
転
新
築
整
備
、併
せ
て
消

防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
整
備
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
本
署
の
高
規

格
救
急
車
の
更
新
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
迅
速
、的
確
に
対
応
で
き
る
消

防
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
事
業

　

仁
万
の
里
に
つい
て
、
本
年
４
月
よ
り

運
営
が
社
会
福
祉
法
人
博
愛
へ
移
行
し

ま
し
た
。隠
岐
圏
域
の
障
が
い
者
福
祉

の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
・
体
制
の

維
持
、
利
用
す
る
人
た
ち
への
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
護
者
様
の
思
い
を

大
切
に
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
運
営
と
施
設
づ
く
り
を
指
定
管
理

者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
博
愛
と
共
に

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
す
。基
本
理
念
は
継
承
し
つ

つ
、新
た
に
障
が
い
支
援
区
分
が
創
設
さ

れ
、
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

重
度
訪
問
介
護
・
地
域
移
行
支
援
の

対
象
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

消
防
事
業

　

昨
年　

月
の
伊
豆
大
島
の
土
砂
災

害
を
は
じ
め
、
県
内
で
も
昨
年
７
月
に

津
和
野
町
に
お
い
て
、か
つ
て
な
い
大
雨

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近

年
の
自
然
災
害
は
大
規
模
化
の
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
消
防
力

の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
に
お
い
て

も
、地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

べ
く
、
消
防
力
の
基
本
と
な
る
職
員
一人

ひ
と
り
の
資
質
向
上
を
図
り
、
消
防
、

救
急
、
救
助
、
防
火
、
防
災
等
各
種
消

防
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に
努
め
ま
す
。

平
成
　
年
度
隠
岐
広
域
連
合
施
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
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し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
職
員
の
質
を

高
め
、
利
用
者
様
への
サ
ー
ビ
ス
支
援
の

充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
薬
剤
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッフ

は
依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
全
国
へ

の
情
報
発
信
等
を
継
続
的
に
行
って
い
き

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
環
境
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、昨
年
度
、旧
黒
木
保
健
所

を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
行
い
ま
し

た
。地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
経
営
の
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

隠
岐
病
院
事
業

　

平
成　

年
度
の
基
本
計
画
策
定
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
新
隠
岐
病
院
整
備

事
業
が
す
べ
て
終
了
し
、狭
隘
化
の
解
消

に
よ
る
優
れ
た
療
養
環
境
の
確
保
、
屋

上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
開
港
に
よ
る
救
急
搬
送

体
制
の
充
実
、医
療
機
器
の
更
新
に
よ
る

検
査
・
診
断
機
能
の
向
上
な
ど
が
図
れ

ま
し
た
の
で
、
隠
岐
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
安
心
、

安
全
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続

き
島
根
大
学
、島
根
県
等
か
ら
の
支
援
、

ま
た
昨
年
４
月
に
麻
酔
科
医
師
を
招
聘

さ
せ
て
い
た
だ
き
、　

科
の
診
療
体
制
を

維
持
し
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚
科

65

65

14

20

15

高い就航率（96.8％）で運航しています
（平成26年3月1日～5月末日現在）

【参照】平成25年3月1日～5月末　84.7%）

今回の施設は、既設病院と渡廊下でつながっています

26
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平成２６年度隠岐広域連合当初予算の概要
　平成 26 年度の隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、隠岐
病院事業特別会計、消防事業特別会計の予算概要をお知らせします。

 　隠岐広域連合の平成 26 年度歳出予算総額は、93 億 6659 万円です。これは、前年度比 21
億 3594 万円の減となっていますが、大きなものとして障がい者支援施設仁万の里整備事業と超高
速船導入事業の完了が主な要因です。

　
億
　
万
円
の
使
い
道

93

6659

病
院
事
業

　

隠
岐
病
院
、
隠
岐
島
前
病
院
の
二
つ

の
病
院
を
合
わ
せ
た
病
院
事
業
の
歳

入
総
額
は
３
５
億
３
４
１
０
万
円
で
、

入
院
収
益
と
外
来
収
益
を
併
せ
た
医

業
収
益
が
２
４
億
５
４
３
５
万
円
（
６

９
．４
％
）、
構
成
団
体
負
担
金
が
８
億

８
０
３
７
万
円
（
２
４
．９
％
）
を
占
め

て
い
ま
す
。　

構
成
団
体
負
担
金
の
内

訳
は
、
島
根
県
が
１
億
２
５
９
万
円
、

隠
岐
の
島
町
が
５
億
８
０
０
１
万
円
、

海
士
町
が
１
０
４
２
万
円
、
西
ノ
島
町

が
１
億
８
１
８
９
万
円
、
知
夫
村
が
５

４
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
、
３
９
億
１
６
７
９
万

円
で
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
給
与
費

が
２
０
億
８
６
０
９
万
円
（
５
３
．

３
％
）、
薬
・
給
食
材
料
費
な
ど
の
材

料
費
が
、
５
億
２
９
１
０
万
円
（
１
３
．

５
％
）で
す
。そ
の
他
の
医
業
費
用
と
し

て
は
医
療
機
器
の
点
検
保
守
料
等
の

経
費
が
９
億
４
４
９
３
万
円
（
２
４
．

１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
く
と
３
億
８
２
６

９
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
が
、現

金
支
出
を
伴
わ
な
い
支
出
（
原
価

償
却
費
な
ど
）を
除
く
と
１
９
１
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

従
事
者
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経

営
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

介護保健事業
33 億 7,417 万円
36.02％

隠岐病院事業
30 億 5,847 万円
32.65％

消防事業
16 億 3,812 万円
17.49％

隠岐島前病院事業
8億 5,832 万円
9.16％

一般会計
4億 3,752 万円
4.67％

◯
一
般
会
計

　
一
般
会
計
は
、
４
億
３
７
５
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
億
０
９
４
１
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、超
高
速
船
導
入
事
業
の
完
了

が
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

○
消
防
事
業
特
別
会
計

　

消
防
事
業
は
、
１
６
億
３
８
１
２
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
６
５
５
８
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
消
防
庁
舎
施
設
と
通
信

指
令
台
整
備
に
よ
る
事
業
費
の
増
が
要

因
で
す
。

病院事業歳入
35億 3,410 万円

入院収益
14 億 40 万円
39.6％

外来収益
10 億 5,395 万円
29.8％

その他
1億 9,938 万円
5.7％

構成団体負担金
8億 8,037 万円
24.9％

病院事業歳出
39億 1,679 万円

材料費
5億 2,910 万円
13.5％

その他医業費用
9億 4,493 万円
24.1％

医業外費用
6,598 万円
1.7％

企業債償還金
1億 8,507 万円
4.7％ 建設改良費

7,282 万円
1.9％

その他
3,280 万円
0.8％

給与費
20 億 8,609 万円
53.3％
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病
院
事
業
以
外
の
事
業

　

病
院
事
業
以
外
の
歳
入
総
額
は
、
５

４
億
４
９
８
０
万
円
で
、
そ
の
内
訳
と

し
て
、①
４
町
村
か
ら
の
負
担
金
、②

介
護
保
険
の
給
付
に
係
る
財
源
と
な

る
介
護
保
険
料
・
支
払
基
金
交
付
金
・

国
庫
支
出
金
、③
そ
の
他
、
に
分
け
ら

れ
、金
額
の
内
訳
は
左
図
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
歳
出
の
内
訳
と
し
て
、①
民

生
費（
介
護
保
険
給
付
費
・
介
護
保

険
職
員
人
件
費
・
地
域
支
援
事
業
費

等
）、②
消
防
費
（
消
防
事
業
に
係
る

事
業
費
・
消
防
職
員
人
件
費
・
庁
舎

移
転
新
築
整
備
費
・
デ
ジ
タ
ル
無
線

整
備
等
）、③
公
債
費
（
広
域
連
合
で

仁
万
の
里
施
設
整
備
の
際
に
借
入
を

し
た
お
金
の
返
済
費
用
）、④
総
務
費

（
総
務
課
職
員
及
び
仁
万
の
里
へ
の
派

遣
職
員
の
人
件
費
、
超
高
速
船
・
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
料
等
）、⑤
議

会
費（
隠
岐
広
域
連
合
議
会
の
運
営
費

隠岐の島町
22 億 6,205 万円
69.0％

海士町
2億 7,363 万円
8.3％

西ノ島町
5億 3,574 万円
16.3％

知夫村
8,616 万円
2.7％

島根県
1億 2,169 万円
3.7％ 構成団体負担金

32億 7,927 万円

民生費の主な歳出
介護保険給付費
31 億 5448 万円

民生費
33 億 7,417 万円
61.9％

消防費
16 億 3,812 万円
30.1％

公債費
666 万円
0.1％

総務費
4億 2,677 万円
7.8％

予備費
30 万円
0.000006％

議会費
198 万円
0.1％

衛生費
180 万円
0.00003％

分担金及び負担金
23 億 9,890 万円
44.0％

国県支出金
14 億 7,693 万円
27.1％

支払基金交付金
9億 2,662 万円
17.0％

介護保険料
5億 7,482 万円
10.6％

その他
7,253 万円
1.3％

歳入総額
54億 4,980 万円
( 病院事業除く )

歳出総額
54億 4,980 万円
( 病院事業除く )

等
に
係
る
経
費
）、⑥
衛
生
費（
在
宅
当

番
医
制
に
係
る
委
託
料
）
か
ら
な
り
、

金
額
の
内
訳
は
左
図
の
通
り
で
す
。

　

構
成
団
体
負
担
金
は
、
隠
岐
広
域

連
合
の
構
成
団
体
で
あ
る
島
根
県
及

び
隠
岐
４
町
村
か
ら
の
負
担
金
で
、
３

２
億
７
９
２
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

構
成
団
体
負
担
金

　

こ
れ
は
、各
事
業
ご
と
に
人
口
、対
象

者
数
、
利
用
率
、
交
付
税
算
入
額
等
を

基
に
負
担
割
合
を
定
め
算
定
し
て
い
ま

す
。前
年
度
に
比
べ
て
６
億
６
３
８
９
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
障
が
い
者
支
援
施
設
仁
万
の
里
整

備
事
業
並
び
に
超
高
速
船
事
業
の
完

了
が
大
き
な
要
因
で
す
。

7　

　

在
宅
当
番
医
制
と
は
、当
番
医
院
を
決
め

て
休
日
（
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
）
に
救

急
患
者
の
外
来
の
対
応
を
す
る
制
度
で
す
。

入
院
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
い
症
状
で

な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
当
番
医
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

隠
岐
の
島
町
で
は
４
つ
の
医
院
（
高
梨
医

院
、
半
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
宇
野
内
科
医

院
、堤
内
科
医
院
）が
、当
番
を
決
め
て
休
日

の
救
急
患
者
の
外
来
の
対
応
を
し
て
い
ま

す
。当
番
医
院
は
月
に
１
度
、
お
知
ら
せ
便

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
隠
岐
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.okikouiki.jp

）
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

島
前
地
区
で
は
、
各
町
村
の
病
院
、
診
療

所
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
の
救
急
受
診
が
必
要
な
と
き
は
、あ

ら
か
じ
め
当
番
医
院
に
電
話
し
て
か
ら
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

在
宅
当
番
医
制
に
つ
い
て

　

現
在
、
隠
岐
広
域
連
合
で
は
、「
フ
ェ
リ
ー

お
き
」「
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」

「
障
が
い
者
支
援
施
設
仁
万
の
里
」「
レ
イ
ン

ボ
ー
プ
ラ
ザ
」
の
４
つ
の
公
の
施
設
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

適
正
な
管
理
・
運
営
と
、利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
目
的
に
、
昨
年
度
よ
り

「
フ
ェ
リ
ー
お
き
」
及
び
「
超
高
速
船
レ
イ
ン

ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
の
指
定
管
理
者
評
価
委
員

会
を
設
置
し
、外
部
評
価
員
を
加
え
た　

名

で
組
織
し
、
年
に
２
回
程
度
評
価
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
広
域
連
合

議
会
に
報
告
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
住
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
障
が
い
者
支
援
施
設
仁
万

の
里
」
に
つ
い
て
も
評
価
委
員
会
を
設
置
し

評
価
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

隠
岐
広
域
連
合
指
定
管
理
者

　
　
　
評
価
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

10

お 知 ら せお 知 ら せ

月 日 曜日 電話番号

６月 ２２日 日 2-0049

６月 ２９日 日 2-1327

７月 ６日 日 2-2572

７月 １３日 日 2-0049

７月 ２０日 日 2-6280

７月 ２１日 月 2-2572

７月 ２７日 日 2-6280半田内科医院

当 番 表

当番医院

宇野内科医院

高梨医院

半田内科医院

宇野内科医院

高梨医院

堤内科医院
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平成２６年度隠岐広域連合当初予算の概要
　平成 26 年度の隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、隠岐
病院事業特別会計、消防事業特別会計の予算概要をお知らせします。

 　隠岐広域連合の平成 26 年度歳出予算総額は、93 億 6659 万円です。これは、前年度比 21
億 3594 万円の減となっていますが、大きなものとして障がい者支援施設仁万の里整備事業と超高
速船導入事業の完了が主な要因です。

　
億
　
万
円
の
使
い
道

93

6659

病
院
事
業

　

隠
岐
病
院
、
隠
岐
島
前
病
院
の
二
つ

の
病
院
を
合
わ
せ
た
病
院
事
業
の
歳

入
総
額
は
３
５
億
３
４
１
０
万
円
で
、

入
院
収
益
と
外
来
収
益
を
併
せ
た
医

業
収
益
が
２
４
億
５
４
３
５
万
円
（
６

９
．４
％
）、
構
成
団
体
負
担
金
が
８
億

８
０
３
７
万
円
（
２
４
．９
％
）
を
占
め

て
い
ま
す
。　

構
成
団
体
負
担
金
の
内

訳
は
、
島
根
県
が
１
億
２
５
９
万
円
、

隠
岐
の
島
町
が
５
億
８
０
０
１
万
円
、

海
士
町
が
１
０
４
２
万
円
、
西
ノ
島
町

が
１
億
８
１
８
９
万
円
、
知
夫
村
が
５

４
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
、
３
９
億
１
６
７
９
万

円
で
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
給
与
費

が
２
０
億
８
６
０
９
万
円
（
５
３
．

３
％
）、
薬
・
給
食
材
料
費
な
ど
の
材

料
費
が
、
５
億
２
９
１
０
万
円
（
１
３
．

５
％
）で
す
。そ
の
他
の
医
業
費
用
と
し

て
は
医
療
機
器
の
点
検
保
守
料
等
の

経
費
が
９
億
４
４
９
３
万
円
（
２
４
．

１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
く
と
３
億
８
２
６

９
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
が
、現

金
支
出
を
伴
わ
な
い
支
出
（
原
価

償
却
費
な
ど
）を
除
く
と
１
９
１
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

従
事
者
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経

営
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

介護保健事業
33 億 7,417 万円
36.02％

隠岐病院事業
30 億 5,847 万円
32.65％

消防事業
16 億 3,812 万円
17.49％

隠岐島前病院事業
8億 5,832 万円
9.16％

一般会計
4億 3,752 万円
4.67％

◯
一
般
会
計

　
一
般
会
計
は
、
４
億
３
７
５
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
億
０
９
４
１
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、超
高
速
船
導
入
事
業
の
完
了

が
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

○
消
防
事
業
特
別
会
計

　

消
防
事
業
は
、
１
６
億
３
８
１
２
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
６
５
５
８
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
消
防
庁
舎
施
設
と
通
信

指
令
台
整
備
に
よ
る
事
業
費
の
増
が
要

因
で
す
。

病院事業歳入
35億 3,410 万円

入院収益
14 億 40 万円
39.6％

外来収益
10 億 5,395 万円
29.8％

その他
1億 9,938 万円
5.7％

構成団体負担金
8億 8,037 万円
24.9％

病院事業歳出
39億 1,679 万円

材料費
5億 2,910 万円
13.5％

その他医業費用
9億 4,493 万円
24.1％

医業外費用
6,598 万円
1.7％

企業債償還金
1億 8,507 万円
4.7％ 建設改良費

7,282 万円
1.9％

その他
3,280 万円
0.8％

給与費
20 億 8,609 万円
53.3％

　6

　昨年度、旧黒木保健所を有効活用し、島前地区のリハビリテーションのニーズに対応するため、手狭で
あった機能回復訓練室（リハビリテーション室）と感染症（新型インフルエンザなど）に対応した診療室を新
設し、　その他の空きスペースには、医局、院長室、医師の当直室等を併せて新たに整備しました。
　また、既設病院内に病児・病後児室を新たに開設し、西ノ島町の子育て支援事業の一環として、病児・
病後児保育事業を西ノ島町から受託して行うことになりました。
　これらの整備が、今後さらに住民の皆様にとって利用しやすいものになるよう、職員一同一丸となって取り
組んでいきます。

　

３
月　

日
に
日
本
医
師
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
２
回「
日
本
医
師
会 

赤
ひ
げ
大
賞
」選
考

会
で
、当
院
の
白
石
院
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
賞
は
、
各
都
道
府
県
の
医
師
会
長

よ
り
推
薦
さ
れ
た
医
師
の
中
か
ら
選
ば
れ
る

も
の
で
、
今
回
は
全
国
か
ら
５
名
の
方
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

医
療
現
場
で
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の

生
活
を
支
え
る
医
師
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

院
長
は
じ
め
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
地
域
医
療
に

対
す
る
実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
隠
岐
島
前
病
院
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、地
域
医
療
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
め
で
と
う
！

機能回復訓練室（１）２F

授賞式が３月２８日都内帝国ホテルにて行われました
白石院長は右から１人目

発熱外来診療室

隠 岐 島 前 病 院

　

平
成　

年
８
月
に
京
都
府
で
発
生
し
た

福
知
山
花
火
大
会
火
災
を
踏
ま
え
て
次
の

事
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
祭
礼
、縁
日
、花
火
大
会
、展
示
場
そ
の
他

　

の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
際
し
て

　

露
店
等
を
開
設
す
る
場
合
は
、消
防
署
に

　

届
け
出
る
こ
と
。

・
火
を
使
用
す
る
器
具
を
祭
礼
、
縁
日
、
花

　

火
大
会
、
展
示
場
そ
の
他
の
多
数
の
者
の

　

集
合
す
る
催
し
に
際
し
て
使
用
す
る
場

　

合
は
、消
火
器
の
準
備
を
す
る
こ
と
。

　　

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

隠
岐
広
域
連
合

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
島
消
防
本
部　

予
防
課　
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隠岐広域連合広報誌

○主な内容○

・平成26年度隠岐広域連合
　　　　　　　施政方針の概要について
・平成26年度隠岐広域連合
　　　　　　　　　当初予算の概要
・隠岐島前病院について

隠岐４町村総人口
総人口 21,094 人

男 10,130 人

女 10,964 人

世帯数 10,313 戸
（平成26年5月末現在）

発行：隠岐広域連合
住所：島根県隠岐郡隠岐の島町都万 2016
TEL:08512-6-9150

ホームページ
http://www.okikouiki.jp

（代表） 
FAX:08512-6-3330
E-mail:info@okikouiki.jp

昨年度、旧黒木保健所を有効活用し、機能回復訓練室等を整備しました。住民の皆さまにとって親しみやすい病
院になるよう職員一丸となって取り組んでいきます。（詳細は 6ページをご参照ください）

隠岐島前病院の医師及び医療スタッフ（新しい機能回復訓練室にて）
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在
宅
当
番
医
制
と
は
、当
番
医
院
を
決
め

て
休
日
（
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
）
に
救

急
患
者
の
外
来
の
対
応
を
す
る
制
度
で
す
。

入
院
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
い
症
状
で

な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
当
番
医
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

隠
岐
の
島
町
で
は
４
つ
の
医
院
（
高
梨
医

院
、
半
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
宇
野
内
科
医

院
、堤
内
科
医
院
）が
、当
番
を
決
め
て
休
日

の
救
急
患
者
の
外
来
の
対
応
を
し
て
い
ま

す
。当
番
医
院
は
月
に
１
度
、
お
知
ら
せ
便

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
隠
岐
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.okikouiki.jp

）
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

島
前
地
区
で
は
、
各
町
村
の
病
院
、
診
療

所
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
の
救
急
受
診
が
必
要
な
と
き
は
、あ

ら
か
じ
め
当
番
医
院
に
電
話
し
て
か
ら
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

在
宅
当
番
医
制
に
つ
い
て

　

現
在
、
隠
岐
広
域
連
合
で
は
、「
フ
ェ
リ
ー

お
き
」「
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」

「
障
が
い
者
支
援
施
設
仁
万
の
里
」「
レ
イ
ン

ボ
ー
プ
ラ
ザ
」
の
４
つ
の
公
の
施
設
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

適
正
な
管
理
・
運
営
と
、利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
目
的
に
、
昨
年
度
よ
り

「
フ
ェ
リ
ー
お
き
」
及
び
「
超
高
速
船
レ
イ
ン

ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
の
指
定
管
理
者
評
価
委
員

会
を
設
置
し
、外
部
評
価
員
を
加
え
た　

名

で
組
織
し
、
年
に
２
回
程
度
評
価
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
広
域
連
合

議
会
に
報
告
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
住
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
障
が
い
者
支
援
施
設
仁
万

の
里
」
に
つ
い
て
も
評
価
委
員
会
を
設
置
し

評
価
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

隠
岐
広
域
連
合
指
定
管
理
者

　
　
　
評
価
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
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お 知 ら せお 知 ら せ

月 日 曜日 電話番号

６月 ２２日 日 2-0049

６月 ２９日 日 2-1327

７月 ６日 日 2-2572

７月 １３日 日 2-0049

７月 ２０日 日 2-6280

７月 ２１日 月 2-2572

７月 ２７日 日 2-6280半田内科医院

当 番 表

当番医院

宇野内科医院

高梨医院

半田内科医院

宇野内科医院

高梨医院

堤内科医院



隠岐病院・隠岐島前病院では医療スタッフを募集しています。

【助産師・看護師・薬剤師・臨床工学技士】
【看護師・薬剤師・理学療法士・作業療法士】

隠 岐 病 院
隠岐島前病院

：
：

医 療 従 事 者 募 集

隠岐広域連合立隠岐病院 《電話：08512-2-1356》
担当：総務課（西村）

隠岐広域連合立隠岐島前病院 《電話：08514-7-8211》
　　　担当：総務課（天草）

9:00発の運行を始めました。
※従来の 7:30 発の便も変わらず運行いたしております。

レインボープラザからのお知らせ

 

①内　　容：備品 ( タオル、歯ブラシなど ) が不要の場合、一部屋につき525 円引き
②対　　象：隠岐島内の小学生から高校生
※お子様の扱いは、中学生から大人扱いです。小学生については、添い寝の場合でも施設利用料として1,620 円が発生致します。

①内　　容：３階にあるシングル４部屋、和室１部屋、バリアフリータイプのツイン 1 部屋、第二・
　　　　　　第三研修室の全室を提供致します ( 研修室のみバス・トイレなし )。
②料　　金：一泊素泊まり　　54,000 円 ( 備品あり)
　　　　　　　　　　　　   　50,760 円 ( 備品なし )
③定員人数：25 名様 ( 定員以内であれば何名様からでも利用可 )

①期　　間：5 月 30 日 ( 金 ) ～ 9 月 7 日 ( 日 )　※毎週月曜日は定休日
②時　　間：18 時～ 21 時 (ドリンクのラストオーダーは 20：50)
③料　　金：男性 3,800 円／女性 3,300 円　( 男女とも高校生以上 )
　　　　　　中学生 2,700 円／小学生 1,500 円／幼児 (3 歳以上 )500円 ( 表示は全て税込 )

１．松江駅 ・ 市内病院等への朝の無料送迎　増便

２．隠岐島民限定学割プラン

３. 隠岐島民限定　３階フロア貸切宿泊プラン

４．ビアホール　開催のお知らせ

〒690-0825　松江市学園１丁目8-8　TEL0852-27-6900 FAX0852-27-6915

●ご予約は、予約専用ダイヤル 0120-27-6910
http://www.oki-island.jp/rainbow/
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　昨年度、旧黒木保健所を有効活用し、島前地区のリハビリテーションのニーズに対応するため、手狭で
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　また、既設病院内に病児・病後児室を新たに開設し、西ノ島町の子育て支援事業の一環として、病児・
病後児保育事業を西ノ島町から受託して行うことになりました。
　これらの整備が、今後さらに住民の皆様にとって利用しやすいものになるよう、職員一同一丸となって取り
組んでいきます。
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